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● SaaSとは？

ソフトウェアの機能のうち、ユーザーが必要とするものだけをサービスとして配布し、
利用できるようにしたソフトウェアの配布形態。サービス型ソフトウェア（Software as a 
Service）とも呼ばれる。 （IT用語辞典より）

● 主な特徴

・必要な機能のみを必要なときに利用でき、機能に応じた分だけの料金を支払う。

・インターネットを通じてソフトを提供し、バージョンアップなども容易にできる。

● メリット

・特別なハードやソフトを用意する必要がない。

・導入コストを削減でき、導入に要する期間を短縮できる。

ORO co., ltd. All rights reserved.

I SaaSとは？
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I SaaSの市場動向

ORO co., ltd. All rights reserved.

● SaaS・ASP市場中期予測

出典：ミック経済研究所 SaaS・ASPサービス市場の現状と展望２００８

SaaS市場は成長している。
（平均年率１７．０％）
今後も成長が続くことが予想される。

日本のＩＴ市場全体の成長率は
１．９％。

SaaS市場での
ERPの成長はまだまだ。
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I SaaSの仕組みとメリット①

ORO co., ltd. All rights reserved.

1. 必要な機能のみを選択して利用可能！

2. 使った分（機能・ユーザー）だけコスト負担！

3. 買取と違って月額利用が可能！

4. すぐにやめることも可能！
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I SaaSの仕組みとメリット②
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1. インターネットを介しての利用のため、クライアント側での
アプリケーションに関わる作業の手間が省ける！

2. 適宜バージョンアップが可能！
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I 「０からスクラッチ開発するシステム」と「テンプレートにアドオン開発するシステム」との違い

ORO co., ltd. All rights reserved.

０からのスクラッチ開発 テンプレートにアドオン

開発・

導入工程

要件定義後に開発 テンプレート機能から選択

設計→開発→運用

（このフェーズが長い）

選択→設計→開発→運用

（このフェーズが短い）

期間 長期 短期

コスト 一社で全てを負担 複数社でシェアするテンプレート
分＋アドオン開発分を一社負担

１００％

開発

よりＧＯＯＤ

２０％

開発

８０％

出来た
モノ

「０からのスクラッチ
開発（従来型）」

「テンプレートにアド
オン開発」



１００％

出来た
モノ
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I 「テンプレートにアドオン開発したシステム」と「SaaS型システム」との違い
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ベンダで管理・共有担当SE/開発者に依存設計情報

複数社でシェア複数社でシェアするテンプレート
分＋アドオン開発分を一社負担コスト

テンプレートにアドオン SaaS型システム

発展性 自主的にアドオン開発 適宜バージョンアップ

管理・保守 個別対応 ベンダが統合管理

１００％

開発

２０％

開発

８０％

出来た
モノ

非常にＧＯＯＤ

足かせとなり、テンプレート
が成長できない

「テンプレートにアド
オン開発」

「ＳａａＳ型システム」
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I 多くのSaaSベンダーが目指している形
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いかに多くのユーザーに活用してもらうかが勝負！

↓

SaaSベンダーとしては出来るだけシンプルに利用機能をまとめるべき！

人手のかからない汎用的な仕組みを構築し、低価格でユーザー数を増やすことが最大のテーマ
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I ＳａａＳポジショニングマップ

ERPについては、十分に

SaaS型への移行が

進んでいない

13
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● ERPとは？
ERPは、Enterprise Resource Planningの頭文字を取ったもの。
「統合業務パッケージ」を表す言葉として使われている。
会計や債権・債務、経費管理、販売管理、調達・在庫管理、人事などの

業務システムを統合型で構成したもの。 （Think ITより）

ORO co., ltd. All rights reserved.

I ERPとは？
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I ERPのSaaS化が遅れている理由
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ERPシステムは

クライアント毎の異なる複雑な要望に柔軟に答えながら

システム構築を行う必要があるため

SaaS形式でシステム開発を行っているベンダーは少数。

現状は「０からのスクラッチ開発」、「テンプレートにアドオン開発」

をほぼすべてのベンダーが行っている。
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I 我々の考えるＳａａＳ型ERPの姿

SaaS型最大のメリットの源泉である、複数の企業に同一の

基盤を活用してもらう事によるメリットを損なわず

ORO co., ltd. All rights reserved.

設計が複雑化するといわれる統合業務システムにおいて

業種・業態・会社規模を超えて使え・成長する仕組みの構築

受注産業・第三次産業

広告業

コンサルティング業

制作業

出版業

製造業

建設業

などなど・・・

ターゲット・ニーズ

人数 ２０人～５００人

上場企業（統制環境）

異なる要求

異なるマネジメントシステム
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システムをパラメータ化、ノウハウの共有を図る
・パラメータ設定可能な仕組み
・追加される機能を別クライアントでも利用可能
・同業種、他業種の業務ノウハウを共有可能

I 我々の考えるSaaS型システムのメリット

様々なクライアント、業種でのノウハウを１つのシステムに
集約することで、利用クライアント全体でWinWinの関係を構
築する。
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●ＺＡＣについて

●導入事例（ＳａａＳ型ＥＲＰシステムＺＡＣを導入した場合のメリット）について

●複数業種の対応について

●フローの変更について

●事業の変更による対応について

●マネジメント指標の変更について

●経理部門への細かな対応

１．SaaSとは
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I ZACの持つ機能・フロー
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I ZACの持つ機能
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I 事例１ 業種によるインターフェースの違い①
●広告業の案件基本画面

●建設業の案件基本画面

●コンサルティング業の案件基本画面

●製造業の案件基本画面
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I 事例１ 業種によるインターフェースの違い②

・競合の有無
・決定確度
・案件名
・エンドユーザー名
・当社担当など

・契約種別
・契約名自動作成
・紹介元など

●広告業（左）とコンサルティング業（右）の案件基本画面の違い
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I 事例１ 業種によるインターフェースの違い③

・代理店情報
・代理店担当部門
・代理店担当者
・請求先など

・プレゼン日
・受注予定日
・売上予定日
（請求日以降はマスタよ
り自動入力）
・継続実施の有無など

・契約開始日
・契約終了日など

・契約期間
・請求回数
・契約書の状態
・立替請求の有無
・機密案件情報
・契約伺書のDL

●広告業（左）とコンサルティング業（右）の案件基本画面の違い



● 内部統制を意識した販売管理フロー
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I 事例２ 業務フローの違いによるシステムフローの違い①

・注文書受領
・納品書発行
など、システム上必要なフローを踏まなければ
次ステップへいけない。
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I 事例２ 業務フローの違いによるシステムフローの違い②

・通常の業務で必要
なメニュー

● 内部統制を軽減した販売管理フロー



● 在庫を持っていない事業から在庫を所有する事業への転換（画像は在庫払出画面）
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I 事例３ 事業の変更に対する対応

その他マスタ・帳票の追加
・倉庫マスタ
・商品マスタ
・受払台帳
・棚卸一覧表など

● 事業転換に伴い変更した業務フロー・マスタ・帳票など



売上 １００万円

粗利益 ３０万円（粗利率３０％）

現場人件費

売上総利益 １０万円（売総率１０％）

２０万円（スタッフ費）

I 事例４ マネジメント指標の変更について①

販売管理費

営業利益

２０万円（営業費用）

▲１０万円（営利率ー１０％）
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仕 入 ７０万円



● 粗利益までの管理から、営業利益までの管理へ変更

ORO co., ltd. All rights reserved.

I 事例４ マネジメント指標の変更について②

●粗利益までの管理の場合

●現場人件費までの管理の場合

●販管費までの管理の場合
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● 予算・実績対比を部門別管理から営業担当者別・クライアント別へ変更
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I 事例４ マネジメント指標について③

●営業担当者別・クライアント別・商品別など様々な切り口による予算・実績管理

●部門別の予算・実績管理



● 売掛残帳票などの自由なレイアウト変更
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I 事例５ 経理業務の細かな対応①

-843,21900-843,21918,000-825,219合 計

-843,21900-843,21918,000-825,2190001： ㈱テスト

差引残高
E(A-B+C+D)

消費税等
D

売上高
C

未回収残高
(A-B)

入金合計
B

繰越残高
A

得意先

売掛残高表(単位：円)

1,101,612 0 0 1,101,612 0 0 0 0 0 0 1,101,612 合 計

1,050,000 0 0 1,050,000 0 0 0 0 0 0 1,050,000 0002： ZAC㈱

51,612 0 0 51,612 0 0 0 0 0 0 51,612 0001： ㈱テスト

差引残高
E(A-B+C+D)

消費税等
D

売上高
C

未回収残高
(A-B)

入金合計
B

その他相殺手形小切手現金・振込
繰越残高
A

得意先

売掛残高表(単位：円)

現金・小切手・手形・相殺・
ファクタリングなど詳細を表示
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I 事例５ 経理業務の細かな対応②

● 各社会計パッケージへのアウトプット

様々な導入事例を説明しましたが、
これら全てが一つのＺＡＣです！！
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システムをパラメータ化、ノウハウの共有を図る
・パラメータ設定可能な仕組み
・追加される機能を別クライアントでも利用可能
・同業種、他業種の業務ノウハウを共有可能

I 我々の考えるSaaS型システムのメリット

様々なクライアント、業種でのノウハウを１つのシステムに
集約することで、利用クライアント全体でWinWinの関係を構
築する。
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１．ソフトウェアのサービス化（SaaS化）は加速していく。

⇒ セールスフォース,グーグル他。

⇒ ソフトウェアの提供形態が変化する。

２．従来型のシステム開発では、対応できない。

⇒ SaaS・ASP型にすることでコスト・納期・予算を抑えることが可能。

⇒ バージョンアップも容易な仕組み。

３．「０からのスクラッチ開発」、「テンプレートにアドオン開発」が
中心であったERP市場についても同様のことがこれから起きる。

⇒ 複雑な業務ノウハウを汎用化する速度が増していく。

⇒ 業務ロジックがコモディティ化していく。

ORO co., ltd. All rights reserved.

I まとめ 今後の発展性について
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I まとめ 基幹業務システム構築におけるSIerの役割の変化

ORO co., ltd. All rights reserved.

従来

・自社システムのテンプレートや過去実績の改修

・パッケージシステムのカスタマイズ導入

・オリジナル開発

・共有パーツの組み合わせ開発

今後

・BPR型コンサルティング業務

・SaaS型パッケージの適正な選定・導入支援

・SaaS型パッケージ連携のインテグレーション

※BPRとは企業活動に関するある目標(売上高、収益率など)を設定し、それを達成するために業務内容や業務の流れ、

組織構造を分析、最適化すること。（IT用語辞典より）
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I まとめ 当社の今後
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導入企業の増加に伴い、ＢＰＲコンサルタント、

導入コンサルタントは社内のプロパーだけでは

不足気味。

今後はコンサルティング面、営業面も含めた

ＳＩｅｒとの協力関係を強化し、導入企業様、ＳＩｅｒ、

当社のＷｉｎＷｉｎな関係を築いていく。
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ご清聴ありがとうございました。

お問い合わせお待ちしております。

株式会社オロ

ＺＡＣエンタープライズ事業部長 藤崎邦生

I おわり



東京本社（目黒）
大阪支社
北海道支社

・インターネットに関するコンサルティング、制作、運用
・基幹業務システム(ERP)パッケージ ZACの開発、導入支援
・システム開発、コンサルティング
・セキュリティコンサルティング

97名（アルバイト含む、2008年5月現在）

1999年1月

3,000万円

I おわり

講演内容についてお問合せ頂けるようでしたら下記にご連絡ください。

ＺＡＣエンタープライズ事業部 050-5541-6160（直通）
38


